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１　今年度の最終評価について
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　(2)　教科指導

　(3)　生徒指導

　(4)　特別活動
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PTA便り「ひまらや杉」での「川高祭」の様子で、
部活動での生徒達の活躍に大変感動し、明るい顔の
生徒たちを見て頼もく思いました。
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・今後も、今まで同様に命を守るための
適切な対策を行いながら、国・県等の指
示を仰ぎ学ぶための環境を整えて行きた
いと思います。

・コロナ禍にあり、思考しながらの学校経営が続い
ていると思います。その中で、総合学科の特色を生
かした活動がなされていることはすばらしいことだ
と思います。

・今後、新型コロナ感染症がインフルエンザ扱いに
なることにより、以前のように毎日学校に来るのが
当たり前の環境を整えて欲しい。

・経験の浅い担任の先生方も増えてきて
いるので、ベテランの先生方からいろい
ろな指導方法をアドバイスいただける環
境を作っていきたいと思います。また、
コロナ禍もあり異校種間での情報交換が
難しい状況にありましたが、来年度はそ
のような機会を設けたいと思います。

・登下校中の交通事故についてですが、道路などに
問題があり、何度も同じ場所で事故が起こるなら、
市議会議員に相談することも行ってよいのではない
か。

・学校・警察連絡協議等で各校との情報
の共有や交通課への相談は適宜行ってい
ます。相談の結果、新たに横断歩道を
作っていただいたり、見通しをよく整備
してもらった場所もあります。引き続き
関係機関と協力して生徒の安全確保に努
めたい。

・家庭学習の時間数は長年の課題である。保護者の
意識向上や勉強部屋の環境改善などのヒントを伝え
てはどうか。
・学力の保障は高校のみならず中学校でも課題と
なっています。異校種ですが情報交換ができ、より
良い指導方法のあり方などについて話し合える機会
があればいいと思っています。
・学習時間確保のために1日の（週間）の生活スケ
ジュールを立案させてはどうか。保護者も含めて、
家族にも協力をお願いして、規則正しい生活を構築
していただく。
・学習時間確保のために生徒が自分自身で工夫して
勉強するような取組も必要かと思われます。



  (5)　進路指導

２　評価の説明・公表について

３　学校運営全般への要望・提言
・教員の学校評価アンケートで、評価が低くなって
いるのは先生方の連携に関するところです。より教
員間で話し合って、ともに進めていただきたい。

・「地域対応の強化」「学校PTAの充実・強化」意
思疎通の重要性を徹底して欲しい。

・高校再編で数年後には大学を目指すキャンバス
に、川之石キャンパスは福祉に特化した学校になる
のでしょうか。

・個別面接等を活用し、年代を超えて相
談しやすくコミュニケーションがとれる
職場環境作りに努めていきたいと思いま
す。
・学校評議員・学校関係者評価委員の
方々の御意見等も参考にしながら、取組
んで行きたいと思います。
・学校再編後は、福祉等も含め、社会や
地域のニーズに対応した多様な人材育成
に努めて行きたいと思います。

なし

・人権意識が高まっているのであれば、自転車の乗
り方もよくなっているはずですが、夕方歩行者がい
てもギリギリのところを２列のまま通っていってい
ます。難しいことですが、様々な場面で思いやりの
ある行動をとれるようになってくれればと思いま
す。

・予算や具体的な実施方法のケースを調
査し、電子書籍端末使用の可能性につい
て探っていきたい。

・HPの評価方法について、記事発信回数
ではない他の評価方法についても探って
いきたいと思います。

・今年度は生徒課によるSNSの使い方につ
いての講習を行いました。来年度も、継
続して指導していきたい。

・毎月発行の図書館だよりで新刊紹介や
教員による推薦本の紹介を行っていま
す。

・新型コロナ感染症の扱い方の変更に合
わせて、以前のような学校公開ができる

・地域の一員として、学校内外で自分も
他者も大切にした行動がとれるよう、人
権だより等での呼びかけと意識啓発に努
めたいと思います。

・アナログ読書だけにこだわるのでなくデジタル読
書も取り入れれば、読書も充実してくるのではない
か。

・学校のHPの発信についてはどこまですればいいの
かという難しい問題があります。担当者の負担、著
作権や個人情報の問題なども大きくなり、可能な範
囲の発信でよいのではないか。行事などがあった
時、家庭でそのことについて親子で話してもらうネ
タと考えてもらうのがよいかもしれないと考えてい
ます。
・SNSに適切に対処し、あふれる情報を冷静に取捨
選択できるノウハウを今後も身に付けさせていただ
きたい。

・良書の推薦をお願いしたい。
・図書館の利用が十分でないようですが、まずは読
書の習慣づけが必要です。「朝読書」はぜひ続けて
くださるようお願いします。

・学校公開をまたお願いしたい。

　(7)　情報・図書・研修

・上級学校や事業所また、進路業者から
の情報を生徒・保護者への情報提供を継
続してまいります。
・各年次でオリエンテーションを実施し
ていますが、１学年次の内容を精査し、
早期に進路意識を確立できるようにした
い。
・来年度以降も継続して「上級学校見
学」、「スペシャリストに学ぶ」、「進
路説明会」をとおして進路について深く
考えさせるようにしたいと思います。

  (6)  人権・同和教育

・進路情報の提供を充実していただき、進路決定に
役立ててほしい。

・進路オリエンテーションの機会を１年次から取り
入れ、望ましい職業、生徒一人一人の個性や、希望
に沿った進路実現をして欲しい。

・総合学科ならではの、多様で段階的な進路探究の
道を展げていって欲しい。


